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見
果
て
ぬ
平
和 

 

中
東
の
戦
後
７
０
年 

（ 

二
十
五
） 

 

第
三
章
：
ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来 

 

三
．
歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア 

 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
サ
ウ
ド
家
が
支
配
す
る
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
王
制
国
家
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
」
と
は「
サ
ウ
ド
家
の
ア
ラ
ビ
ア
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
半
島
中
央
部
ネ
ジ
ド
砂
漠
に
住
む

サ
ウ
ド
一
族
の
族
長
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
が
ア
ラ
ビ
ア
半
島
を
制
圧
し
て
１
９
３
２
年
に
建
国
し
た
比
較
的

歴
史
の
新
し
い
国
家
で
あ
る
。 

  

そ
れ
ま
で
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
都
マ
ッ
カ
、
マ
デ
ィ
ナ
の
あ
る
紅
海
沿
岸
あ
る
い
は
交

易
で
栄
え
た
ペ
ル
シ
ャ(

ア
ラ
ビ
ア)

湾
沿
岸
だ
け
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
支
配
下
に
あ
り
、
内
陸
部
の
砂
漠

地
帯
と
そ
こ
に
住
む
遊
牧
民
ベ
ド
ウ
ィ
ン
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
関
心
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。 

  

事
態
が
動
い
た
の
は
１
８
７
１
年
の
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
に
始
ま
る
イ
ギ
リ
ス(

大
英
帝
国)

と
オ
ス
マ
ン
ト

ル
コ
の
衝
突
で
あ
る
。
大
英
帝
国
は
ス
エ
ズ
運
河
に
よ
り
イ
ン
ド
亜
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
点

在
す
る
植
民
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
地
域
の
覇
者
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
と

の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
両
国
が
戦
火
を
交
え
る
こ
と
に
な
る
と
英
国
は
半
島
内

陸
部
の
ベ
ド
ウ
ィ
ン
を
味
方
に
引
き
入
れ
た
。
そ
し
て
１
９
４
０
年
の
ダ
ン
マ
ン
油
田
発
見
に
よ
り
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
世
界
最
大
の
陸
上
油
田
ガ
ワ
ー
ル
、
同
じ
く
世
界
最
大
の
海
上
油
田
サ
フ
ァ
ニ
ア
等
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
同
国
は
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
に
発
展
し
て
行
く
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/Chapter3-3English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/Chapter3-3Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/Chapter3-3Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/Chapter3-3Arabic.pdf


 2 / 3 

 

  

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
を
発
見
し
た
の
は
シ
ェ
ブ
ロ
ン
を
筆
頭
と
す
る
米
国
系
石
油
会
社
４
社
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
真

っ
只
中
で
あ
り
開
発
と
生
産
は
大
戦
後
に
本
格
化
す
る
。
ヤ
ル
タ
会
談
の
直
後
当
時
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
わ
ざ
わ
ざ
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
国
王

を
訪
ね
た
こ
と
は(

プ
ロ
ロ
ー
グ
１
．「
ス
エ
ズ
運
河
グ
レ
ー
ト
・
ビ
タ
ー
湖
の
会
談
」
参
照)

、
石
油
が
戦
後
世
界
の
覇
権
争
い
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

  

た
だ
当
時
の
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ズ
初
代
国
王
と
そ
の
息
子
サ
ウ
ド(

第
二
代
国
王)

は
石
油
の
本
当
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
米
国

の
石
油
会
社
が
支
払
う
利
権
料
だ
け
で
満
足
し
、
会
社
が
そ
の
何
倍
も
の
利
益
を
懐
に
入
れ
る
の
を
見
過
ご
し
て
い
た
。
利
権
料
は
王
と
そ
の
一

族
を
潤
す
に
十
分
で
あ
り
、
一
般
の
国
民
に
石
油
の
富
を
分
配
す
る
こ
と
な
ど
念
頭
に
な
か
っ
た
。
特
に
第
二
代
サ
ウ
ド
国
王
の
生
活
は
乱
脈
を

極
め
国
家
財
政
を
危
機
に
追
い
や
っ
た
。 

  

１
９
６
４
年
、
サ
ウ
ド
が
退
位
し
名
君
フ
ァ
イ
サ
ル
が
第
３
代
国
王
に
即
位
し
た
。
フ
ァ
イ
サ
ル
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
近
代
国
家
に
衣
替
え
す
る

た
め
、
道
路
、
港
湾
、
都
市
計
画
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
或
い
は
教
育
、
医
療
の
近
代
化
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
頃
、
世
界
経
済
は
戦
後
復
興
の
道

を
歩
み
は
じ
め
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
石
油
の
消
費
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
な
り
、
産
油
国
の
存
在
感
が
増
し
て
き
た
。 

 

フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
は
唯
一
の
財
源
で
あ
る
石
油
収
入
を
増
や
す
必
要
性
を
痛
感
、
腹
心
の
ヤ
マ
ニ
石
油
大
臣
に
欧
米
石
油
企
業
と
交
渉
さ
せ
た
。

巨
大
な
国
際
石
油
企
業
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
と
の
交
渉
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
一
国
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
法
律
の
学
位

を
取
得
し
た
ア
ハ
マ
ド
・
ザ
キ
・
ヤ
マ
ニ
は

O
P

E
C

の
中
心
人
物
と
し
て
欧
米
石
油
企
業
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
当
初
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
は
産
油

国
の
要
求
な
ど
歯
牙
に
も
か
け
ず
、
条
件
改
定
交
渉
は
困
難
を
極
め
た
が
、
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
、
１
９
６
４
年
の

O
P

E
C

ジ
ャ
カ
ル
タ
総
会
で

は
利
権
料
の
経
費
化
を
、
ま
た
１
９
６
６
年
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
会
議
で
は
課
税
基
準
を
公
示
価
格
と
す
る
な
ど
、
地
道
で
は
あ
る
が
着
実
な
成
果
を
あ

げ
た
。 

  

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
と
の
直
接
交
渉
に
加
え
も
う
一
つ
の
戦
略
を
推
し
進
め
た
。
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
の
息
の
か
か
っ
て
い
な

い
石
油
企
業
、
或
い
は
石
油
を
大
量
に
必
要
と
し
て
い
る
消
費
国
に
未
開
発
の
鉱
区
の
利
権
を
直
接
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
内
の
鉱
区
の
殆
ど

は
す
で
に
米
国
系
セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
が
押
さ
え
て
い
た
が
、
未
開
発
の
鉱
区
が
た
だ
一
つ
残
っ
て
い
た
。
ク
ウ
ェ
イ
ト
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
中
間

地
帯
に
広
が
る「
中
立
地
帯
」
で
あ
る
。
北
側
の
ク
ウ
ェ
イ
ト
に
は
す
で
に
生
産
中
の
巨
大
な
ブ
ル
ガ
ン
油
田
が
あ
り
、
ま
た
南
側
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
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ア
も
陸
上
の
ガ
ワ
ー
ル
油
田
、
そ
し
て
海
上
の
サ
フ
ァ
ニ
ア
油
田
が
操
業
中
で
あ
り
、
両
者
に
挟
ま
れ
た
中
立
地
帯
で
石
油
が
見
つ
か
る
可
能
性
が

極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。 

  

海
上
鉱
区
の
開
発
に
手
を
挙
げ
た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
。
事
業
家
精
神
旺
盛
な
山
下
太
郎
は
石
坂
泰
三
、
小
林
中
な
ど
当
時
の
財
界
の
重
鎮
を

担
ぎ
上
げ
、
１
９
５
８
年
に
石
油
開
発
の
利
権
を
獲
得
し
た
。
こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が「
ア
ラ
ビ
ア
石
油
」
で
あ
る
。
同
社
は
２
年
後
に
首
尾
よ

く
石
油
を
掘
り
当
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
カ
フ
ジ
に
生
産
出
荷
基
地
を
建
設
す
る
。 

  

石
油
基
地
を
運
営
す
る
た
め
に
は
建
設
作
業
員
の
み
な
ら
ず
事
務
員
、
技
術
者
な
ど
多
数
の
現
地
従
業
員
が
必
要
で
あ
る
。
会
社
は
広
く
ア
ラ

ブ
人
を
求
め
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
ク
ウ
ェ
イ
ト
に
移
り
住
ん
で
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
家
の
長
男
ア
ミ
ン
は
大
学
を
卒
業
、
当
時
２
４
歳
の

若
者
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
家
に
限
ら
ず
故
郷
を
追
わ
れ
各
地
を
転
々
と
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
た
ち
は
教
育
だ
け
が
子
供
に
残
し
て
や
れ
る
財

産
だ
と
考
え
、
い
ず
れ
も
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
ア
ミ
ン
は
ア
ラ
ビ
ア
石
油
の
採
用
募
集
に
応
募
し
１
９
６
１
年
、
一
家
と
離
れ
独
身
の
ま
ま
カ
フ

ジ
に
赴
任
し
た
。 
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